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Message 1

（公財）日本ラグビーフットボール協会会長　森 重隆
日本で初めて開催されたラグビーワールドカップ2019TM日本大会（RWC2019）は、世界各国のラグビーの
仲間に支えられて、成功裏に終えることができました。大会期間中に限らず、これまで温かいご支援をいただ
いた皆さまに心から感謝を申し上げます。
RWC2019の圧倒的な盛り上がりは、ワールドラグビー、アジアラグビー、日本ラグビーフットボール協会が取
り組んでおります『Impact Beyond 2019』を通し、世界に大きな影響を与えました。
その一環として日本ラグビーフットボール協会とラグビーワールドカップ2019組織委員会はラグビーワール
ドカップ2019の全国12開催都市の開催自治体及び都道府県ラグビー協会と共同でラグビーと地域社会を
さらに発展させるための「ラグビーワールドカップ2019TM未来計画 Dream Beyond 2019」を策定いたし
ました。
この未来計画に基づき、RWC2019期間中はファンゾーンなどで自治体と協会が連携したイベントが多く開
催され、ラグビーに興味を持った子どもたちの多くの笑顔を見ることができました。また、ファンゾーン以外でも、
開催都市でのRWC2019へ向けた取り組みにより、大人から子どもまで多くの方々にラグビーにふれて頂く
ことができ、この盛り上がりは、RWC2019の成功、そしてその後のラグビー熱にも繋がりました。
新型コロナウィルスの影響により、ラグビーだけではなく多くのスポーツに逆風が吹いておりますが、再開ガイド
ラインの下、少しずつグラウンドでの活動も活発になってきております。まだまだ厳しい状況が続いていますが、
日本ラグビーフットボール協会はRWC2019によってもたらされた繋がりを大切にし、このIMPACTを未来
へ繋げていくために、これからもラグビー普及育成に努めてまいります。

2



Message 2

男子15人制ラグビーフットボール ヘッドコーチ　ジェイミー・ジョセフ

Jamie Joseph ©JRFU

日頃よりラグビー日本代表へのご支援と応援をいただき、誠にありがとうございます。 

ラグビーワールドカップ2019TM日本大会では、皆様の声援が「国を代表する喜び」となり、ベスト8の目標を
達成することができました。心から感謝を申し上げます。 

RWC2019の盛り上がりは、ラグビーの普及育成に大きな影響を与えました。日本の多くの子どもたちが
タグラグビーやラグビー体験会、開催都市でのイベントなどを通してラグビーに興味を持ってくれるように
なりました。日本代表が今まで以上に子どもたちの憧れの存在であり続けることができるよう、そしてラグビー
の更なる普及育成の発展に繋がるよう、今後も日本代表の活動に取り組んでまいります。 

ラグビーワールドカップ2023フランス大会へ向けて、引き続き皆様の熱いご支援をお願い申し上げます。
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Impact Beyond 2019は、ワールドラグビー、アジアラグビー、日本ラ
グビーフットボール協会の三者のパートナーシップによるラグビーワール
ドカップ2019（RWC2019）の為のレガシープログラムです。
主要戦略エリアは4つ。

・Growing the game in Japan
 日本におけるラグビー振興

・Growing the game in Asia
 アジアにおけるラグビー振興

・Growing broadcasting in Asia
 アジアにおける放送網の拡大

・Growing the game in Globally
 世界におけるラグビー振興
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ラグビーワールドカップ2019TM未来計画 Dream Beyond 2019はラ
グビー界と開催自治体が一体となり、それぞれの開催都市においてラグ
ビーを根付かせ、ラグビーワールドカップ2019（RWC2019）の開催を
通じて地域社会に貢献することを目指し、開催自治体と都道府県ラグビー
フットボール協会が、大会が終わった後も、地域のパートナーとして連
携し、RWC2019を契機に残されるレガシーとラグビーという競技を日
本全国、大人から子どもまで広く普及させることを目的としています。

・Growing the game in Japan
 日本におけるラグビー振興

・Growing the game in Asia
 アジアにおけるラグビー振興

・Growing broadcasting in Asia
 アジアにおける放送網の拡大

・Growing the game in Globally
 世界におけるラグビー振興

ラグビーワールドカップ 2019TM

未来計画とは
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■ 6,616 の小学校で

769,000人
の児童がタグラグビーを体験

■ Get Into Rugbyプログラム
　 （ラグビーの価値を広め、子どもたちにラグビーを普及するWorld Rugbyのプログラム）：

352,133人
（2020年3月現在）

■ 2019年に開催した全国一斉ラグビー体験デーに

26,000人
の子どもたちが参加

■ サントリーカップ全国小学生タグラグビー選手権大会のプレーヤー数：

45,518人
（2020年3月現在）

■ 日本協会登録プレーヤー数：

96,713人
（2020年3月現在）

すべての人にラグビーを！（ラグビーへの参加）

Growing the game in Japan概要
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■ コーチ数：

22,505人
（2020年3月現在）

■ 国内の３地域で、Regional Development Officerを

フルタイムで採用

■ タグティーチャー数：

14,552人
（2020年3月現在）

■ ボランティア登録者数：

27,800人
（RWC2019大会報告より）

■ 放課後ラグビープログラム数
　 （中学生を対象に平日のトレーニングの機会創出を目指すプログラム）：

59クラス
（2016年～2019年）

投資は人へ



Growing the game in Japan概要

ラグビーワールドカップ開催都市と
キャンプ地との連携
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■ RWC 2019開催都市自治体と都道府県ラグビー協会による

様々なプログラムが開催都市で実施
（学校でラグビー体験教室を実施、国際交流、RWC 2019ファンゾーンや

各地のイベントでのラグビープログラム等）

■ RWC2019の12開催都市の都道府県ラグビー協会との
　 普及育成担当者集合会議： 6回

（2018年～2019年）



■ ストリートラグビー（タグラグビーイベント）参加者数：

2018年 14,280人

2019年 8,000人

■ たんぼラグビー参加者数：

2018年 1,514人

2019年 2,278人

■ FIVES（カジュアルタグラグビー）参加者数：

2018年 2,293人

2019年 1,915人

■ RWC 2019開催中に行われた国際交流試合：

61試合
■ RUGBY MATSURI PROJECT 2019：
　  ※全国自治体や商店街、ラグビーチームなどが主催するイベントを対象にした参加型プログラム

726イベント
9

ラグビーでつながった楕円の輪
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■ JICA-JRFUスクラムプロジェクト: 
　 2016-19年にかけて、JRFUは

12カ国に69名
のスタッフを派遣

■ JENESYS: 2016-19年にかけて、東南アジア諸国連合
　 （ASEAN）および東ティモールから

751人
を日本に招待

■ Sport for Tomorrowスポーツを通じた国際貢献事業:
 　JRFUはアジアにおいて8のプログラムを実行し、

28,317人
が参加

■ Asia Rugby Invitation:RWC2019開幕戦に
　 アジアラグビー加盟の

26協会から48名
の若いプレーヤーを招待

アジアンスクラムプロジェクトについて

Growing the game in Japan概要



ラグビーワールドカップ2019日本大会  開催都市レポート

「トップリーグやイーストリーグのチームがない土地柄なの
に、ここまで盛り上がったのは驚きでした。テレビの視聴率
はすべての試合がほぼ全国1位でした。見事に予想を裏切
られました。“リーチ効果”が大きかったと思います。（札幌
山の手高校卒の）リーチ・マイケル選手は現役ながら札幌
市の特別開催都市サポーターを務めてもらいました。（札
幌市）」

「機運醸成の際には、ラグビーがどうして魅力的なのか、人
を育てる文化があるのか、などを伝えていきました。やっぱ
りラグビー文化っていいでしょう。試合が終わったら清 し々
い、それぞれのチームを一生懸命に応援して、終わったら
仲良くなる。一体感がある。そんな応援文化も伝わったの
ではないでしょうか。（北海道RFU）」

《 目 的 》

● 円滑な大会運営を図ること
● 札幌の魅力の発信とブランド力アップ
● 新たな観戦文化の醸成と街の活力
● タグラグビーの普及促進と国際交流の促進
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札幌市・北海道ラグビーフットボール協会



ラグビーワールドカップ2019日本大会  開催都市レポート

「復興している姿を世界中にお見せすることができた。支
援をいただいた方々に感謝をお伝えすることもできました。
復興ストーリーができたのです。（岩手県）」

「被災された方、子どもたちの復興にもなった。そう、子ど
もたちの未来への希望とこころの財産ができたのです。（釜
石市）」

「子どもたちの郷土愛、ふるさとへの思いが強まった。ラグ
ビー王国復活のきっかけとなったのです。（岩手県RFU）」

《 目 的 》

● 世界中から頂いた支援への感謝を伝え、
 復興の姿を発信すること。
● 「スポーツの力」による地域の創生。

©JRFU

©JRFU
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岩手県・釜石市・岩手県ラグビーフットボール協会



「熊谷駅から熊谷ラグビー場までの3.5kmのバス輸送もス
ムーズで、歩く文化も醸成することができました。歩いたら、
熊谷のヒーローだって。大成功でしょ。「スクマム！クマガヤ」
のスローガンのもと、みんなで一緒にスクラムを組んで、ま
ちの盛り上げに成功しました。（熊谷市）」

「熊谷市が市内の小中学生、約1万5000人を試合に招待
し、キックオフ前のセレモニーで選手らに合わせてチーム
の国歌を歌ったのが感動的でした。その子たちが給食で参
加国の料理を食べたり、授業で参加国を勉強してくれたり。
大会の財産は子どもたちですね。（埼玉県RFU）」

《 目 的 》

● 「ラグビータウン熊谷」の推進、魅力の発信
● 円滑な会場運営
● タグラグビー、ラグビーの普及
● ラグビーを通じた国際交流

©JRFU
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埼玉県・熊谷市・埼玉県ラグビーフットボール協会



ラグビーワールドカップ2019日本大会  開催都市レポート

「大会準備から期間中を含めて、我 と々ラグビー協会、ボラ
ンティアなどスタッフ、住民などがワンチームになれたこと
が成功の要因となりました。有楽町のファンゾーンは外国
人が多かった。比率でいうと、試合日によっては外国人と
日本人、6割、4割といったところでしょうか。外国人が日本
の家族とパスをしている光景もあって、国際交流のシーン
を演出できました。（東京都）」

「一斉ラグビー体験会を江戸川区でやった時、50人の募集
に対し、子どもの家族や友達を含めて、300人を超える人
が集まりました。8割方、未経験者です。参加する子どもの
年齢層が低くなりました。親がその気になったのでしょう。
大会後、中学生も増えつつあります。（東京都RFU）」

《 目 的 》
● ラグビーなどスポーツの裾野拡大・スポーツ振興
● 安全・安心な運営
● 盛り上がりや取組を東京2020大会につなげ

ていくこと
● スポーツ都市東京を世界へアピール
● 都民のスポーツへの関心を高めること

©JRFU

©JRFU
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東京都・東京都ラグビーフットボール協会



「県と市がスクラムを組んだからこそ、大会が盛り上がった
んだと思います。役割分担もきっちりしていて、ラグビーを
知らない人にワールドカップを通してラグビーを知ってもら
うことができました。台風の時に立ち上げた災害対策本部
もうまく機能しました。（神奈川県・横浜市）」

「子どもたちの国際交流もでき、横浜国際総合競技場が新
しいラグビーの聖地になったんじゃないでしょうか。子ども
のラグビーの聖地。ラグビーをやっている人間は優しさを持っ
てないとダメなのです。新しいラグビーの聖地で、優しい子
どもたちが育っていくのです。注目を一番集めた決勝の地が、
子どものラグビーの聖地になればいい。（神奈川県RFU）」

《 目 的 》
● 神奈川・横浜の魅力の発信
● 競技会場、ファンゾーンの盛り上げ、安全な運営
● ラグビー競技の普及・強化
● ラグビー精神の普及・交流を通じた「優しさに

トライ」の実現
● ラグビーを通じた国際交流

©JRFU

©JRFU
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神奈川県・横浜市・神奈川県ラグビーフットボール協会



ラグビーワールドカップ2019日本大会  開催都市レポート

「静岡はやっぱりサッカー。ラグビーが根付いている地域じゃ
なかったんですが、4年間の苦労が実り、県民の皆様に関心
をもってもらうことができました。ラグビーは応援するチーム
が違っても、隣同士で一緒に応援する。仲良くなる。お互いを
尊重する。国や人種を越えて、みんなで応援しました。楽しめ
ました。ノーサイドの応援文化はレガシーですね。（静岡県）」

「ラグビーがマイナーな県とあって、事前にタグラグビーセッ
トや、ラグビーボール、ラグビー教本を小・中学校に配布し
ました。大会が盛り上がって、大会後のラグビー教室も子
どもたちがいっぱいで入り切れないほどでした。女の子も
増えました。競技者だけではなく、ラグビーに関心を持つ
人がすごく増えています。（静岡県RFU）」

《 目 的 》
● 静岡県の魅力を世界に発信すること
　～国際的な知名度・イメージ向上
● 世界最高レベルのプレーに感動
　～スポーツをする・見る・支える
● スポーツの力を地域の活性化の柱にすること
　～国際化に対応したイノベーション
● 子どもたちの人格形成に寄与すること
　～ラグビーを通した人的教育
● ラグビー文化の醸成を図ること、地域クラブの

創設、ラグビー人口の拡大

©JRFU
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静岡県・静岡県ラグビーフットボール協会



「日本代表の活躍もありましたが、市民が盛り上がって、
一体になれました。ラストマイルでのおもてなしもうまくいっ
たのではないでしょうか。点数を付けるなら、100点満点
で120点ぐらいでもいいんじゃないでしょうか。ラグビー
スクールも驚くスピードで増えているみたいです。（愛知県・
豊田市）」

「ここまで盛り上がるとは思っていなかったです。驚きの連
続でした。にわかファンに象徴されるように、ラグビーって
オモシロいね、という人がすごく増えました。今年のトップリー
グのトヨタ自動車ヴェルブリッツ戦（1月18日・対パナソニッ
ク ワイルドナイツ）の観客が歴代最多の3万7000人です
から。（愛知県RFU）」

《 目 的 》
● スポーツが盛んなまち、安全安心なまちを

実現すること
● ボランティアが継続して活躍できる仕組みづくり
● 豊田スタジアムの改修、アクセス道路等の整備
● 豊田市の魅力発信
● タグラグビー、ラグビーの普及

©JRFU
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愛知県・豊田市・愛知県ラグビーフットボール協会



ラグビーワールドカップ2019日本大会  開催都市レポート

「東大阪市のブランディング化、ワールドカップを通して、ど
うやって東大阪を盛り上げて、消費を促すのか。SNSを使っ
た広告であったり、動画配信であったり。結果、100点満
点で120点です。新たなラグビーのまちのスポーツビジネ
スの萌芽です。（東大阪市）」

「花園がきれいになって、子どもたちの夢ステージが創設さ
れました。子どもたちがラグビーを好きになってくれました。
子どもたちに世界を感じてもらえたことも大きいでしょう。
大会後、小学生の大会を花園でやったら、2000人近く集
まりました。参加者も観客者も増えています。ファンゾーン
も大成功。未来に楕円球をつなげる子どもたちが増えたん
です。（大阪府RFU）」

《 目 的 》
● 東大阪市のブランディング化
● 花園ラグビー場の大改修、国際水準のスタジ

アムの活用
● ラグビーを「する・たのしむ」「みる・ふれる」「さ

さえる」層の拡大
● スポーツツーリズムとの連動により集客性を

向上させること

©JRFU
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大阪府・東大阪市・大阪府ラグビーフットボール協会



「街の盛り上がりとしては、「TRY! 神戸」というキャッチを
付けて、事前に来訪者へ情報をきちっと発信していたこと
が奏功しました。神戸にはもともとラグビーが根付いてい
ることもありますが、震災復興した神戸を皆様に見ていた
だくための大会開催でした。また、新しい神戸の街づくりの
ための国際イベント誘致だったのです。（神戸市）」

「阪神・淡路大震災からの完全復活を世界にアピールした
こともレガシーだと思います。神戸の復興とともに古豪神
戸製鋼チームの復活もありました。そして、ワールドカップで、
震災から、ハードもソフトも完全復活したことを海外にもア
ピールできたのです。（兵庫県RFU）」

《 目 的 》

● 安全、安心な大会運営
● 全試合の満席
● まちの活性化（神戸の魅力発信・経済効果・

国際交流の促進・ラグビーの定着）

©JRFU

©JRFU
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神戸市・兵庫県ラグビーフットボール協会



ラグビーワールドカップ2019日本大会  開催都市レポート

「アジアの玄関口の福岡がアジアのラグビーの普及を率先
してやろうということでした。福岡を“アジアのラグビーのメッ
カ”にしたいのです。日本×アイルランドのパブリックビュー
イングを見た翌日は、みんなの目の色が変わっていました。
将来的に、どんどんお客さんも増やして、アジアのラグビー
を代表するシーンにしたい。（福岡県）」

「アジアラグビー交流フェスタは、単なるラグビーイベント
ではなく、新たなアジアの交流を生み出している。アジアの
国々の子どもたちが日本の子たちと交流するんです。協会
としての育成や情報交換の場として、2021年度からは、自
分たちでやれる大会としなければいけないのです。課題は
財源とマンパワー、そして気持ちです。RWC2019のレガ
シーとして継承していく気持ちです。（福岡県RFU）」

《 目 的 》
● アジアのラグビーの交流の拠点をつくること
● 市民のネットワークづくり
● 県民・市民のスポーツ振興を図るための機会

創出
● 地域経済の活性化を図ること
● 地域に根付いたラグビー文化の構築、ラグビー

の普及・発展

©JRFU

©JRFU
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福岡県・福岡市・福岡県ラグビーフットボール協会



「目標は3つ、2試合の円滑な大会運営、スタジアムを満員にす
ること、大会から得られるレガシー構築、すべて達成できまし
た。人が集まり、街中にインバウンド効果があった。熊本で国
際大会をきちんとやれたというのが大きな自信です。（熊本県）」

「震災以降、人が集まって、一緒に喜んで、一緒に涙したこ
とはなかった。悲しいことはたくさんありました。喜んでの
涙に、ついもらい泣きしました。地震で人々がひとつになっ
ていたからこその成功でしょう。地震を乗り越え、ラグビー
協会と行政、市民の一体感があったんです。四位一体（ラ
グビー協会、熊本県、熊本市、市民）が成功につながった。
ラグビー人口を増やすことが、教育的価値を持つ人間を育
てることにつながります。さらなる普及と強化につなげてい
きたい。（熊本県RFU）」

《 目 的 》

● 震災からの復興の姿の発信
● スポーツの普及と振興
● インバウンド観光の推進
● 国際交流の促進

©JRFU
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熊本県・熊本市・熊本県ラグビーフットボール協会



ラグビーワールドカップ2019日本大会  開催都市レポート

「ワン・ラグビー、ワン・オオイタを合言葉とし、ひとつになる
ために県民運動を展開してきました。ちっちゃいミスもあり
ましたけど、もう100点ですね。官民一体となり、子どもか
らおじいちゃんまで、ワン・オオイタとなって、いろんなこと
がうまく回りました。（大分県）」

「大会として大成功でした。スタジアムも、ファンゾーンも、
すごいにぎわいで。ラグビーの認知度も上がって、ラグビー
をやる子どもたちが増えました。ターゲットは未就学児です。
幼いうちにラグビーに触れたら小学校でラグビーを続ける
ことができます。“ワン・ラグビー、ワン・オオイタ”です。地
域の中で、ラグビーの競技人口がうまく循環していく仕組
みをつくりたい。（大分県RFU）」

《 目 的 》
● 安全、円滑な大会運営
● ボランティアの育成
● ラグビーの魅力と感動の共有、グローバル

人材の育成
● ラグビーの普及・育成、海外誘客（インバウンド）

の加速
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大分県・大分県ラグビーフットボール協会
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■ 日本代表成績：
 ベスト8

■ 優勝国：
 南アフリカ

■ 延べ観客動員数：

 170万人以上
■ 最多観客動員数：

 70,103人
（決勝  イングランド 対 南アフリカ）

■ チケット販売数（中止試合を含む）：

 約184万枚
■ ファンゾーン来場者数：

 約114万人
■ 「自治体ワンチーム」の発足：

 138
（加盟自治体）

RWC2019　振り返り



今後に向けて
ラグビーワールドカップ2019TM未来計画は、大会を成功させるにとどまらず、
5年後、10年後に「日本で開催してよかった」と思われる大会にするための
基本姿勢及び施策として、とりまとめられました。RWC2019は、観客動
員数延べ170万人以上を記録し、世界中から高い関心と注目を集め、にわ
かファンが多く生まれるなど、大成功をおさめました。この結果は、日本代
表をはじめとする各国の選手たちの活躍をはじめ、開催都市の自治体や協
会、大会関係者、ボランティアなど多くの方々に支えられ成し遂げられ、未
来計画で行われた多くの取り組みも、この成功に大きく寄与しました。
日本ラグビーフットボール協会は、RWC2019の成功を、これからのラグビー
の発展につなげていくために、学校教育へのタグラグビーの導入や、ラグビー
体験の機会増加、プレー環境の整備、といった様々な事業を未来計画の基
本姿勢の下、RWC2019を契機に発足した「自治体ワンチーム」とも連携を
しながら進めてまいります。

（公財）日本ラグビーフットボール協会


